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令和７年度 大村市立西大村中学校 修了式

今日は、3学期の終業とともに一年間の過程を修了した修了式という節目です。
まずは少しだけ振り返ってみましょう。
私は、3学期の始業式で３つのお願いをしました。覚えていますか？
一つ目は、「目標をもって動く」ということ。
二つ目は、「出会えて良かった」と思えるような人間関係をつくってほし

い、ということ。
特に「ありがとう」を意識して。
三つ目は、「感動・感謝の卒業式」をみんなでつくる、ということ。
このうち、三つ目の卒業式については、本当に素晴らしい式をつくること

ができました。
来賓の方々からもたくさんのお褒めの言葉をいただきました。
３年生の本気の姿に対して敬意を表して、１・２年生の皆さんも、練習や数々の準備などに

心を込めて向き合ってくれる人がたくさんいましたね。
皆さんの、気持ちのこもった拍手に始まり、本気の歌や姿勢、とても素晴らしかったと思い

ます。皆さんの支えがあったからこその、まさに「感動・感謝の卒業式」でした。
改めて皆さんに、心から感謝します。ありがとうございました。
さて、一つ目、二つ目についてはどうだったでしょうか？
これについては、どうぞ、個人、または各学級で仲間や学年・学級担当の先生方と一緒に振

り返ってみてください。
次に、今から挙げる言葉を覚えていますか？
人は、「ありがとう」の数だけ優しくなれます。

「ごめんね」の数だけ賢くなれます。
「さようなら」の数だけ愛を知ることができます。

これは、先日の卒業式で、卒業して行く3年生へ向けて、はなむけの言
葉とともに最後に付け加えて送った言葉です。
「ありがとう」、「ごめんね」、「さようなら」
この３つの言葉は、人生のさまざまな局面で、重要な役割を果たしてくれる大切な言葉であると考え

ます。「ありがとう」、この言葉は言うまでもなく、日本で一番美しい言葉であり、幸運を呼び込む素敵な
言葉です。言った人も、言われた人も、心が温まり優しくなる言葉。使えば使うほど、ラッキーなことが近
寄ってきます。
「ごめんね」、この言葉を今回は皆さんには、特に意識してほしいと思っています。
この言葉を言えなくて苦しんでいる人やこの言葉を言ってもらえなくて許せないまま心が波立ってい
る人がいるのではないかと思っています。人付き合いには失敗はつきものです。
「失敗は成功のもと」と言います。「ごめんね」を言って、ひとつ賢くなってみてはどうでしょうか？
「さようなら」、この言葉は、まさに今日という日に相応しい言葉だと思います。
学校には別れはつきものです。１年間、一緒に過ごした学級の仲間との別れ、お世話になった先生との
別れ・・・。素直な気持ちで接してみれば、それぞれの人たちの愛を知ることができるはずです。
一年間の節目である今日だからこそ、３つの言葉を意識しながら、素直な気持ちで、このあと過ごして
みてはいかがでしょうか？
最後に、明日から学校は、春休みに入ります。次、皆さんにお会いするのは、出会いの４月。
４月７日火曜日の始業式です。笑顔での再会を楽しみにしています。
それでは、皆さんに感謝と希望を託して、令和７年度、修了式のあいさつとします。

【この言葉も覚えていてほしい！】卒業式の式辞から抜粋

「がくじふえん（学びていとわず）」と読みます。

これは、孔子の論語の中に記された言葉であり、日本人で初め
てノーベル賞を受賞した湯川秀樹博士が好んで使った言葉だそう
です。

「学んでも、学んでも、嫌になることはない。学ぶことは、新しい発見や分からなかったことが分かる
ようになり楽しい。楽しいから学び続ける」という意味で、学ぶことの大切さを説いた言葉です。

「プライオン 思いを力に！」



図書館業務が終了！！ここにも好成績を残した生徒がいたので紹介します。

この一年、新たに着任いただいた学校司書の田川さんが、ていねいに図書館経営をし
てくださいました。この度、令和７年度の生徒たちの図書館利用の状況を集計していただき、
貸出冊数の上位６位が発表されましたので紹介します。

【令和７年度 貸出冊数上位６位】

第１位：１年３組 山田 柚月さん １９２冊
第２位：２年４組 葉山 彩迦さん １６６冊
第３位：３年１組 山口 結衣さん １４１冊
第４位：１年３組 石田 優里菜さん １２８冊
第５位：１年３組 織田 乃愛さん １２３冊
第６位：１年５組 田井 海峰さん １１７冊

以下、田川さんからのメッセージ
今年度の貸し出しが終わりました。今年度は１６３日間開館して、来室者はのべ６８０９人、貸出冊数
は全体で６５９０冊でした。
最近はデジタル機器でも読書できる環境にありますが、読書は紙の本がおすすめです。何でもできる
（かもしれない）デジタル機器から読書を切り離しましょう。
読書をすることで、情緒が安定します。集中力も養われます。読解力、理解力、語彙力、思考力、想像
力、創造力、そしてたくさんの知識が身につきます。これらの力は簡単に身につきません。薄い紙を重
ねるように少しずつなのです。また、残念ながら目に見えません。見えないけれども、その力はあらゆる
場面で力を発揮するでしょう。
今年度、あまり本を読まなかった人に朗報です。読書はいつでも始められるのです。あらゆるジャンル
のたくさんの本が図書室であなたが手に取ることを待っています。

先日、職員室で回覧されたある冊子の一部を紹介します。（何が言いたいか分かるかなぁ・・・。）

旅行先で観光地を訪れたものの、ポイ捨てされたごみが散らかっていて、景観を楽しむどころではなか
ったという経験はありませんか。公共施設のトイレや洗面台を利用しようとしたら、汚れたままになって
いて、不快感を覚えたという経験はありませんか。
それらは「前を行く誰か」の「後から来る人のことを考えていない行動」によって引き起こされた事態

といえます。その一方で、自分自身が「前を行く人」の立場になったときは、「後から来る人」の存在を
十分に意識しているでしょうか。
観光地を訪れるのも公共施設を利用するのも、自分一人ではありません。そこには「前を行く人」もい

れば「隣を行く人」もいますし、「後から来る人」もいるものです。こうした場で皆が気持ち良く過ごす
ためには、やはりお互いに「自分以外の人」に配慮した行動を取る必要があるのでしょう。「自分以外の
人」に対する配慮。それは思いやりと言い換えることもできます。思いやりの大切さは、誰もが知ってい
ます。ところが私たちは、目の前にいる相手に対しては十分に気配りをしていたとしても、今ここにはい
ない「後から来る人」に対する思いやりを見落としていることがあるのかもしれません。・・・

出会いがあれば別れがある 令和８年度は、
４月７日（火）に

今回の人事異動により、本校を転出することになった先生方を紹介します。 スタートします。
生徒の皆さんが

◎ 垣内　教頭 　　　　　長崎県教育庁生涯学習課へ 令和７年度にも
◎ 帯田　教諭 　　　　　大村市立玖島中学校へ 増して、たくさん
◎ 村山　教諭 　　　　　五島市立福江中学校へ 活躍することを
◎ 明時　教諭 　　　　　大村市立桜が原中学校へ 願っています。
◎ 西 　　教諭 　　　　　長崎県教育センターへ
◎ 田添　教諭 　 　　　　　 長崎市立池島中学校へ みなさんの元気なあ
◎ 貞松　教諭　　　　　　　　　　東彼杵町立東彼杵中学校へ いさつとたくさんの
◎ 堀尾　教諭 　 　　　　　 大村市立桜が原中学校へ 笑顔に、何度も勇気
◎ 宮﨑　教諭 　　　　　諫早市立北諫早中学校へ をいただきました。
◎ 中嶋　教諭 　　　　　大村市立郡中学校へ また、笑顔で会いま
◎ 用務員：山本さん 　　　 大村市立萱瀬小学校へ しょう。

保護者の皆さま、
大変お世話になりました。 一年間ありがとうご
ありがとうございました。 ざいました。
新天地でもご活躍ください。

校長 六山より


